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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

国政活動レポート

2007年１０月号

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

総裁選で党員投票を実施、そして、「年金制度を抜本的に考える会」立ち上げ

安倍前総理の突然の辞意表明から始まった自民党の総裁選が終わ
りました。まず、自民党の国会議員の一人として、国民の皆さまに、
この政治空白について、お詫びを申し上げます。

あらためて振り返っても「説明不能」の辞意表明でした。
政治的な意味を全く見出すことができない「投げ出す」と言っても過言
ではない辞意表明でした。国会で所信表明のあと、代表質問の直前
というのは、国民の代表が集まった国会を軽視したもので、やはり、
到底、容認することはできないものでした。

その後の病状の経過と安倍前総理の人柄を考えれば、ギリギリまで
心身ともに追い込まれていたのだろうと察しています。

今回の総裁選では、これまで全く例がない、小選挙区での党員投票（神奈川16区予備選）を実施しました。
「こういうときだからこそ、永田町だけで決めることはあってはならない。」との強い思いで決断しました。
また、政治家としての主体性を確保するために、所属する派閥の推薦ではなく、自分自身の分析に基づいて、
麻生太郎候補を支持することを表明しました。

これら一連の行動について、各方面からご意見をいただきました。
「議員としての主体性はないのか」との批判、さらには、「派閥の意向に沿わなくて大丈夫なのか」といったご心
配の声もいただきましたが、総じて、僕の決断を支持いただく意見が多かったと感じています。
じっさい、神奈川16区の予備選の投票率は６８％と、周知期間も投票期間もわずかな中で、とても高い水準で、
同じタイミングで行われた神奈川県全県の予備選よりも１０％高いものとなりました。
高い関心をもって、予備選に参加いただいた党員の皆さまにあらためて、感謝を申し上げます。

神奈川１６区予備選の結果は、麻生太郎候補６４４、福田康夫候補４３１でした。この予備選の結果を受けて、
本日の総裁選で、僕は、麻生太郎候補に「１票」を投じました。
総裁選の結果はご存じのとおり。福田候補が勝利し、麻生候補も善戦し、事前に報道で伝えられた圧倒的な大
差とはなりませんでした。これは、いろいろな要素があってのことだと存じますが、一つだけ申し上げたいのは、
こうした選挙での報道のあり方についてです。党内の動きが懐古調だとの批判がありましたが、メディア自身も
旧来型の発想で動いていたのではないかと思うところがあります。国民に対して政治の中身やプロセスを伝え
る大切な役割を担うメディアとして、各社が今回の報道をきちんと検証し、反省をしていただきたいと思います。

まさに「政治の世界は一寸先は闇」を実感し、行動を起こすことの大切さを痛感した２週間でした。
全国でも初めての試みである「選挙区での予備選」。
時間がない中で大変な事務作業でしたし、正直、お金もかかりました。でも、やはり、やって良かったと思います。
「国民の声に耳を傾ける」ことは政治の根本です。今回の総裁選挙は党員の方々だけでしたが、我々政治家は
国民のためにあります。それぞれの政策の検討にあたっては、国民の声をしっかりと踏まえて、取り組んでいか
なければいけません。

いよいよ始まる国会論戦。国民にとって重要な政策の実現のために取り組んでいかなければいけません。
まずは、これまでもお話してきた年金制度の抜本改革のための党内勉強会です。「年金制度を抜本的に考える
会」として、多くの先輩議員の賛同を得て、9月末に立ち上げることができました。
年金制度の根本である財源まで踏み込み、現行制度の課題を明らかにしたうえで、国民にとって安心した老後
の生活設計をすることができる新しい年金制度に一新していくための検討を進めてまいります。
また、年金は財政と密接に関わる政策課題です。未来への責任を踏まえて、しっかりとがんばってまいります！

かめい善太郎ホームページもご覧いただければ幸いです。 ご覧いただくには、検索エンジンで「かめい善太郎」と検索ください。
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